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１．県内の生育状況 

6/10 に行った各地域振興局定点調査圃場のあきたこまちの生育は、全県平均で草丈は 25.0cm（平年比

99％）、茎数は 149本／㎡（同 110％）、葉数は6.3 葉（平年差 0.3葉）、となっており、平年より生育ス

テージは早い傾向にあり、茎数も平年より多くなっています（表１）。 

 田植盛期の 5 月中旬以降、一時的な低温があったものの、概ね気温は高く推移し、日照時間も多くなった

（図１）ことから、活着も順調でその後の生育も良好であったと推測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 前年比 平年比 2026 前年比 平年比 2026 前年比 平年差

（cm） （％） （％） 本／㎡ （％） （％）

県北 26.2 113 99 160 131 102 6.5 0.7 0.2

中央 26.4 115 104 192 168 134 6.8 0.8 0.5

県南 23.5 104 98 122 124 105 5.9 0.5 0.1

全県 25.0 109 99 149 137 110 6.3 0.7 0.3

（参考）

ひとめぼれ
中央 27.1 107 98 217 132 96 6.6 0.5 0.1

あきたこまち

※平年値：H28～R7年までの過去10年平均

品種 地区

草丈 茎数 葉数

（葉）

生育は順調、茎数は平年より多め 

目標茎数を確保した圃場は、ただちに中干しを！ 

圃場間差が大きいため、圃場ごとに最適な管理を 
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表 1 県内の生育状況（6/10、各地域振興局調査） 

図 1 秋田市の日平均気温の推移（左）と日照時間（右） 
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しかし、各地域別で見ると、茎数は鹿角地域で 114 本／㎡（平年比 74％）、平鹿地域で 91 本／㎡（同比

92％）と少ないところがあります（表２）。今年は育苗期間中が高温多照で経過したことから、老化苗とな

ってしまったところがあったと推測されます。そのため、県北の一部圃場では代枯れが起き、分げつ数が少

ない圃場が見受けられます。また、全県的に田植えの遅かった圃場では、分げつし始め自体が遅いため、茎

数が少なくなっています（図２）。さらに、栽植密度が低い圃場では茎数が少ない傾向にあり、圃場間差が

みられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茎数増加率で見てみると、３、４号分げつが 

順調に発生している圃場が見られるものの、現在 

茎数が不足している圃場では、引き続き浅水管理に 

よって分げつ発生を促す必要があります（図３）。 

また、現時点で６葉目が展開しているものの、 

分げつが少ない圃場では、４号分げつ以降を確実に 

確保する水管理が必要です。 
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図 2 田植日と茎数の関係（左）、栽植密度と茎数の関係（右）（県 水田総合利用課データより作成） 
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図 3 葉数と茎数増増加率の関係 

   （県 水田総合利用課データより作成） 

表 2 6/10現在の各地域別生育状況（各地域振興局調査） 

2026 前年比 平年比 2026 前年比 平年比 2026 前年差 平年差

(cm) （％） （％） （本） （％） （％）

鹿　角 24.9 112 97 114 118 74 6.3 0.6 0.1

北秋田 25.7 110 96 193 122 110 6.6 0.6 0.2

山　本 27.3 116 104 152 148 108 6.6 0.8 0.3

秋　田 26.5 119 104 202 182 136 6.9 0.7 0.4

由　利 25.8 97 109 143 114 121 6.0 0.7 0.5

仙　北 24.5 107 99 137 138 102 6.1 0.6 0.2

平　鹿 21.9 100 95 91 107 92 5.7 0.5 0.2

雄　勝 24.6 106 99 145 125 124 6.1 0.7 0.2

地域

草丈 ㎡当たり茎数 葉数

（葉）
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２． 今後の圃場管理 

（１）水管理：６月中旬～６月下旬 ⇒十分な茎数が確保できている圃場では、早めに中干しを開始。 

中干しの期間は７～１０日程度とし、強い中干しは行わない。目安は田面に亀裂が 

１～２cm 程度入り、足跡が付く程度。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）病害虫・雑草防除 

ア． いもち病 

余り苗はいもち病の発生要因となり、周辺圃場への伝染源となるため、畦畔 

などに放置せず、土中に埋めるなどして速やかに処分しましょう。 

 また、育苗箱施用剤や側条施用剤を使用していない場合は、6/12～18 日 

までに、オリゼメート粒剤（２kg／10ａ）を水面施用して防除しましょう！ 

 

イ． 雑草防除 

 今年は春先の好天で雑草の発生が早く、初中期一発剤の散布時期が遅れてしまった圃場や、雑草の後発生

が見られる圃場では、発生している草種と大きさを確認し、適切な中後期除草剤を選択しましょう。 

 特に水田内にヒエ等のイネ科雑草またはホタルイ類等のカヤツリグサ科が残草している場合は、斑点米

カメムシ類の発生源となってしまうため、早期に中後期剤等で防除しましょう。 

 ※中後期除草剤は使用方法や時期が剤によって異なるため、ラベルをよく見て使用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

余り苗はただちに

処分を！ 

活着
５月下旬～６月中旬

分げつ期

浅水or飽水管理 深水管理or中干し
（15cm）

★水温と地温を高め、日気温較差を
大きくし、分げつの発生を促進

→かん水時間は水温の低い早朝に
短時間で！

※低水温の地帯：温水田、迂回水路、
ポリチューブ等で積極的に水温
上昇に努める

★弱勢茎の発生を抑制
※あきたこまちで第６節
１次分げつ（主稈葉
齢：8.1～9.0葉期）が
発生したら

※水深15cmが保てない

圃場は中干しを開始

ワキが見られる圃場では

飽水管理が有効！

草種 オススメ薬剤

ノビエ クリンチャー剤、ヒエクリーン剤、ヒエクッパ１キロ粒

ノビエ以外 バイスコープ１キロ粒、バサグラン剤

ノビエ・広葉
クリンチャーバスME液、ツイゲキ剤、レブラス剤、レブラスギア剤、

ロイヤント乳剤、ノブレクト乳剤※

※ロイヤント乳剤、ノブレクト乳剤はホタルイ、クログワイに効果が低いため、
　混発している場合は有効な薬剤と組み合わせて使用する。

表 3 中後期剤ラインナップ 
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 全国各地でぞくぞくと梅雨入りし始めましたね。秋田はいつ梅雨入りするでしょう。 

まだ梅雨入りもしていないのに、今年も暑いですね…日差しが６月とは思えない強さです。 

ただ、おかげでというべきかわかりませんが、高温多照で経過したため、稲の生育は順調そのもので、

適切な水管理を徹底すれば、十分な穂数が確保できる茎数になると思われます。 

 先日、メディアでも「スーパーエルニーニョ」が発生していることが取り上げられていましたが、

地球温暖化の影響でエルニーニョ＝冷夏とはならない予想になっています。冷夏とまではいかなくて

も、少し私たちが過ごしやすい夏には…なってくれないですよね、きっと。 

 さらに連日のように報道される「クマ」情報。今年の夏も、熱中症対策とともに「クマ対策」を 

しっかりして農作業に臨んでいただきたいと思います。 

                                         なべ 

全国農業協同組合連合会 秋田県本部 

〒010-8558 秋田市八橋南 2-10-16 
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★次回の発行は 6/30頃 
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